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～菊川水系 与惣川で田んぼ貯留桝設置～ 国土交通省静岡県掛川市 菊川市

 令和元年東日本台風では、各地で戦後最大を超える洪水により甚大な被害が発生したことを踏まえ、菊川水系においても、事前防災対策を進める必要がある。
 流域面積が小さく、流域の約48％が水田・茶畑等として利用されている流域であり、河川整備に加え、防災ステーションの整備や水田貯留等の流域対策により、水害リスク

の軽減を図る。
 これらの取り組みにより、国管理区間においては、戦後2番目の平成10年9月洪水を安全に流し、それを上回る戦後最大の昭和57年9月洪水と同規模の洪水に対して堤防

からの越水を回避し、流域における浸水被害の軽減を図る。

〇菊川水系流域治水プロジェクト
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田んぼ貯留実施後通常の田んぼ

 田んぼ貯留とは、田んぼが持っている貯水機能に着目し、大雨の際に田んぼに雨水を一時的に貯留し、時間をかけてゆっく
りと排水することで、河川や排水路の急激な水位上昇を防ぎ、洪水被害を軽減する取組です。

水田の排水がそのまま排水路へ流れ、排水路の水位が上
昇します。

[ 出典：トーヨー産業株式会社ホームページ ]

調整装置を取り付け、ゆっくりと排水を流すことで、排水
路の急激な水位上昇を防ぎます。

貯留桝
貯留桝
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カメラの設置予定箇所

水位計の設置予定箇所

位置図

与惣川流域

水位計の設置

田んぼ貯留の効果を把握するため、
圃場内及び排水先の水路・河川に
簡易型水位計を設置する。

タイムラプスカメラの設置

田んぼ貯留の実施中の状況を確認
するため、圃場内にタイムラプス
カメラを設置する。

水位調整板の設置イメージ

雨水を貯留

堰板および排水桝の設置

左図に示す、約13haの圃場を対象
として、上部にスリットが入った
堰板と水位調整が可能な排水桝を
設置する。
これにより、降雨時に田んぼに最
大30cm程度の貯留を予定する。

 約13haの田んぼを対象に、一時的に雨水を貯留できる堰板の設置とともに排水桝を交換することで、田んぼ貯留対策を実施します。
 田んぼ貯留対策の効果（ピーク水位・流量の低減・遅延効果）を把握するために、水位計やタイムラプスカメラを設置します。

※対象圃場やカメラ・水位計の位置は変更となる可能性がある。
[ 出典：トーヨー産業株式会社ホームページ ]

【実証実験にご協力いただいた田んぼ】

□：夢ファームおおさか

□：十六水稲団地

※与惣川流域（約530ha）のうち、約13haの田んぼを対象に

30cm程度の貯留を実施します。【総貯留量：約39000㎥】
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 令和元年台風第19号を対象に、今回の実証実験で対象とする田んぼ（約13ha）で田んぼ貯留対策を実施した場合の効果を試算しました。
排水先に合流する与惣川の水位 ⇒ ピーク水位を約1cm低下
与惣川全体の田んぼ（約100ha）で実施した場合は約７cm低下

 今後、台風上陸時の降雨を対象とした水田（田んぼ）貯留の効果検証を行います。

令和元年台風第19号対する
田んぼ貯留を実施した場合の効果の試算

：田んぼに30cm程度の貯水を想定

浸水深（m）

0.00～0.01
0.01～0.10
0.10～0.30
0.30～0.45
0.45～ピーク水位・流量

の低減・遅延効果
が期待される

令和元年台風第19号に対して田んぼ貯留を実施した場合の排水路の効果イメージ

ピーク流量の低減効果

貯留による遅れ効果

水位低減効果

今回実証実験の対象とする
13haの田んぼで貯留を実施し
た場合、排水路が接続する与
惣川で約1cmの水位低下効果
を確認

令和元年台風第19号に対して田んぼ貯留を実施した場合の与惣川の水位低下効果

与惣川流域のすべての田んぼ
（約100ha）で田んぼ貯留を実施
した場合、与惣川で約7cmの水
位低下効果を確認

※2 与惣川流域の全ての田んぼ（約100ha）の活用を想定

※1 今回実証実験を行う田んぼ（約13ha）の活用を想定

ピークを約1cm程度低減

ピークを約7cm程度低減

※1

※2

与惣川0.6kの水位ハイドロ

拡大図


